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農業水路における魚類の産卵・生育環境の把握ータナゴの産卵・成育環境ー(平成24年度)

目的

タナゴAcheilognathusmelanogasterは関東地方から東

北地方の太平洋側に分布 し， 一般に河川の中 ・下流部

やこれらに接続する農業水路等に生息する。1)本県では

県北地域の限られた水域のみで確認されているが，水

路改修等によって現在の生息地の消失が懸念されてい

る。このため本種は， 栃木県版レッドリス トで絶滅危

慎 I類(絶滅の危慎に瀕している生物)に位置づけら

れている。2)

近年，県の農業振興事務所等行政機関が圃場整備事

業を計画する際には環境配慮方法を検討するため，事

前に生物の生息状況を調査する。その際県北地域では

タナゴの確認される事例が散見され，行政機関から当

場に対し本種の保全方法に関する指導を依頼されるよ

うになった。 しかし，本種が利用する環境，特に生活

史初期や産卵に利用する環境特性などは知見が少ない。

このため，本研究では本種がこれらの時期に利用する

場所の流速や水深など物理環境の特徴を明らかにする

ことを目的に調査を行った。

材料及び方法

調査対象地 県北の 2本の農業水路(それぞれ A水

路， B 水路とする)で調査を行った。両水路は同じ河

川に流れ込むが，水源が異なることや下流部に落差工

があることから，本種の移動は両水路が直接接続して

いないため不可能と考えられる。

A 水路は護岸化されておらず，岸部には植生の繁茂

がみられた(図 1)。底質は砂や泥が主体となっており

水路幅は 1.4~2.2m であった。

B 水路は二面柵渠となっており ，植生はほとんど存

在しないが底質は砂利や砂となっていた(図 1)。水路

幅は大部分が 2m程度であるが，最大で 4.1mと広くな

っている区間(延長匝離約 15m，以下ワンド部とする)

も lカ所存在した。

方法 本研究に係る調査は 7月 23日に実施した。A

水路では 20mの区間を調査対象とし， 5m間隔で設けた

トランセクトの両岸および中心部に 50cmx50cmの調査

区を合計 15カ所設定 した。 B水路ではワンド部とその

上下流の二面柵渠の部分を含めた 25mの区間を調査対

象とした。 トランセクトは A水路と同様に 5m間隔で
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設けるとともに，稚魚が採捕された地点についても追

加した。各トランセクトでは水路の両岸と，ワンド部

では等間隔に 2カ所，それ以外では中心部に計 30カ所

の調査区を設けた。

各調査区ではタナゴの稚魚および産卵母員であるカ

ワシンジュガイの採捕を行った。タナゴの採捕は手網

を用いた。カワシンジュガイの採捕は徒手によって行

い，採捕した個体についてはタナゴの卵や仔魚の有無

を確認した。その後，各調査区中心部の流速と水深，

底質の硬さ(上部に手秤のフ ックを取り付けたピンポ

ールが lkgの力をかけたときの貫入深)を測定した。

図 1 調査対象地 (左がA水路，右がB水路)

結果および考察

タナゴ稚魚は A水路では 6カ所で合計 24個体 (1~7 

個体)採捕されたが，カワシンジュガイは全く採捕さ

れなかった。 調査区の水深は 10~45cm の範囲で分布し ，

これらのうちタナゴ稚魚が採捕された調査区では 10~

3 0cm の範囲であった(図 2) 。 流速は 3.3~34. 8cm/秒の

範囲で分布し，これらのうちタナゴ稚魚が採捕された

調査区は 3.3~ 10.2 cm/秒の範囲であった。底質の硬さ

は 0~ 15cm の範囲で分布し，これらのうちタナゴ稚魚

が採捕された調査区は O~10cmの範囲であった。

B水路で、は 4カ所で合計 409個体(l~400 個体)の

タナゴ稚魚が採捕されたまたカワシンジュガイは 5

カ所で合計 13個体 (1~7 個体)が採捕され，これらの

うち 2 個体で 1 ~4 個体のタナゴの卵や仔魚が確認され

た。 調査区の水深は 24cm~45cm の範囲で分布し，こ

れらのうちタナゴ稚魚が採捕された調査区では 24~

27cmの範囲，カワシンジュガイが採捕された調査区は

28~41 cm の範囲(これらのうち，タナゴの卵 ・ 仔魚が

確認された個体が採捕された調査区は 33，41cm)であ



った。 流速は 0~96.4 cm/秒の範囲で分布し，これらの

うちタナゴ稚魚が採捕された調査区は 0~7.3 cm/秒の

範囲，カワシンジュガイが採捕された調査区は 30.2~

75.2cm/秒の範囲(これらのうち，タナゴの卵・仔魚が

確認された個体が採捕された調査区は 37.4， 75.2cm/秒)

であった。 底質の硬さは 0~7cm の範囲で分布し ， これ

らのうちタナゴ稚魚が採捕された調査区は 0~7cm の

範囲，カワシンジュガイが採捕された調査区では O~

6cmの範囲(これらのうち，タナゴの卵・イ子魚が確認

された個体が採捕された調査区は 4，6cm) であった。

以上のことから，タナゴ稚魚はおおむね水深が 30cm

以下，流速が 10cm/秒以下の場所を利用することが確認

された。この条件を有する場所は，護岸化されていな

い A水路で、は分布に特定の傾向がみられなかったが，

護岸化された B水路ではワンド部に集中し，それ以外

の場所は特に流速が速い傾向が認められた。このため，

本種の保全対策の lっとして，ワンド部の設置が必要

であると考えられる。

一方で，カワシンジュガイはタナゴの卵や仔魚が入

っていた個体も含め，タナゴ稚魚と比べて水深が同等

か深く，流速が速い場所で確認された。また，底質の

硬さは Ocmの調査区で l個体が確認されたものの，こ

れ以外の場所は 4~6cm 程度であった。 以上のことから，

タナゴの産卵母員としてカワシンジュガイを保全する

際には，流れが速く，ある程度底質が軟らかいところ

を設ける必要がある。

なお，ほとんどの魚類は成魚と比べ、稚魚は遊泳能

力が低い。このため，特に B水路のように改修された

水路では，流心部だけでなく岸際についても流速が速

くなるためタナゴ稚魚が上流へ移動することは困難で

あると思われる。このため，本種の産卵場所や生育場
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所の保全や造成を図る際には，稚魚が生息できる場所

は産卵場所の下流に配置されるように配慮する必要が

ある。
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図 2 調査対象地(調査区間を点線で示す)
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農業水路における魚類の産卵・生育環境の把握ー

タナゴの産卵・成育環境ー (p15-16)

タナゴの保全に必要な知見である産卵環境や稚

魚の生息環境を把握することを目的に，タナゴが

生息する水路の物理環境を調査しました。その結

果，タナゴ、稚魚は水深が浅く，流速が遅い場所で

確認された一方で，産卵母員であるカワシンジュ

ガイは流速が速く，底質が軟らかい場所を中心に

みられました。これらのことからタナゴの保全に

はワンド部の設置とともに，カワシンジュガイが

好む環境を造成する必要があると考えられました。

また，これらを造成する際には，稚魚の生息場所

が産卵場所の下流に配置される必要があります。

希少魚を含めた水生生物の生息状況調査ーミヤコ

タナゴ生息状況調査一 (p17-18)

ミヤコタナゴの生息状況を把握するため県内 4

カ所の生息地において調査を行いました。羽田生

息地では 11年連続でミヤコタナゴが確認されま

せんでした。滝岡生息地では，泥上げ作業の際に

ミヤコタナゴ成魚 13個体と稚魚 3個体が確認さ

れたため，再生産しているものと考えられました。

A生息地では推定生息数が前年よりやや多い 218

個体となり，安定的な生息が確認されました。矢

板生息地では314個体のミヤコタナゴが確認され，

前年に比べ増加しました。今後もミヤコタナゴの

生息数の推移を注意深くモニタリングしていく必

要があると考えられます。

希少水生生物保全事業一環境改善によるミヤコタナ

ゴの増大効果の検証ー (p19-20)

自然生息地におけるミヤコタナゴの生息数増大

を図るため， 2011年に水路上流部において稚魚の

生息環境条件に基づいた環境改善を実施しました。

その結果，生息数が推定できないほどに減少して

いた上流部では，推定 90尾まで生息数が回復し，

2012年には推定 127尾に増加しました。鱗を用い

た年齢査定の結果からは，そのほとんどが稚魚で

あることが分かりました。また， 1年間にわたり

改善環境の環境変化を調べたところ，環境改善の

実施から約 1年間は稚魚にとって好適な状態が保

たれていました。このことから，環境改善によっ

て稚魚の生息場・越冬場が確保されたことが稚魚

期の生き残りを高め，翌年の繁殖親魚の増加に結

びついたものと考えられます。今後，本生息地に

おいて個体群の維持・管理を行っていく上では，

稚魚の生息数の変動について注意深くモニタリン

グしていくとともに，定期的な生息環境評価と環

境改善の追加的な実施を行っていくことが重要と

考えられます。

〔水産技術室〕

周辺環境が魚類の放射性セシウム蓄積に及ぼす影

響の解明一中禅寺湖における放射性セシウム汚染

状況調査一 (p21-22)

中禅寺湖に生息する魚類の放射性 Cs汚染状況

を把握するために，放射性Cs濃度の推移を調査し

ました。ヒメマスの放射性Cs濃度は春~夏にかけ

て減少しましたが，秋から春にかけて停滞しまし

た。しかし，その他のサケ科魚類では明確な傾向

が確認されませんでした。また，ワカサギやコイ

科魚類については，今後検体数を増やして放射性

Cs濃度の推移を把握していく予定です。今後も中

禅寺湖の魚類については継続して放射性 Cs濃度

の動向を把握していきます。

周辺環境が魚類の放射性セシウム蓄積に及ぼす影

響の解明ーアユにおける天然餌料からの放射性セ

シウム移行状況調査一 (p23-24)

アユの放射性 Cs汚染の現状を把握するために，

県内で採捕したアユの放射性 Cs濃度を調査しま

した。 2012年に実施したアユの放射性物質モニタ

リング検査では全ての検体において基準値

(lOOBq/kg-wet)を下回り，食品としての安全性

が確認されました。また，部位別の放射性Cs濃度

を調査したところ，胃や消化管内容物で比較的高

い放射性Cs濃度を示しましたが、胃や消化管には

泥が多く含まれており，これらの放射性Csは泥に

由来するものと考えられました。さらに，泥は消

化されずに排出されるため，アユが摂餌した放射

性 Csの大部分は吸収されずに体外へ排出されて

いると考えられました。
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